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の新生児外科症例を経験 した.

年度別症例数では,1995年の27例をピー クにやや減

少傾向にある.原因としては.少子少産,県下の新生児

外科施設の増加 と発寒による症例の分散,新生児管理の

進歩が考えられた.

出生地別では,新潟 ･両津保健所プロ､ソクが約 4割 を

超え,次いで村上 ･新発田 ･新津が3割を占め.長岡 ･

小出 ･六t]町･十[]町と上越 .糸魚川 .柏崎は年々減少

傾向にある.搬送状況は,当初 Dl･S'carによるもの

が大半を責めたが,徐射 二減少 し院内出生例がこれに代

わi)うち母体搬送の占める割合が増加 した.出生前診断

率の向上によると思われた∴i三.要疾患は.腸閉鈍38,ヒ

ルシュスプルンゲ25,鎖旺18,横隔膜ヘルニア16,腹壁

異常16,食道閉鎖 9などで,死亡は30例 (叱亡宰14%)

であった.致死的な染色体異常や複雑心奇形が大半で

あ,A_)た.

8)気管狭窄に先天性肺炎を合併した超低出生

体重児の 1例
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先天性気管狭窄を合併 した先天性肺炎の超低山生体車

児の 1例を経験 した.症例は前期破水後に感故徴候が増

悪 し.在胎25過3日.酢 王切開で出生 した女児で,出生

休養は826gであった.LLi性 時,自発呼吸を認めず,直

ちに気管内挿管を試みたものの挿管は不可-能で.さら

に.MaskandBagでも有効な換矧 ま得L-I,れず,蘇生

に反応することなく死亡 した.死亡後に行った病理解剖

において先天性気管狭窄 (Cantrell分類 :全長聖 lお

よび先天性肺炎と診断され.先天性肺炎の原凹としては

先天性カリニ肺炎が疑われた.児の肺および羊膜にはカ

リニ原虫を多数認め,肺胞,気管支内は泡沫状分泌物で

満たされ.間質性肺炎をきたしていた.先 天性気管狭窄

と先天性肺炎の合併はその発症時期より偶発合併 と考え

られたが,それぞれ非常に稀な疾患であることから文献

的考察を加えて報告する,

9)抜管困難症 5例の臨床的検討

今村 勝 ･池田佐和子
大石 昌典 ･永L_山 善久
坂野 忠司
小田 良彦 山崎 明 (第品 差遣 県堅)

新生児医療において人工換気療法の進歩は救命率の向

上に大 きく蛋献 した.-:H,気管内挿管後に後天性気道

狭窄による抜管困難症に陥 り,濃期入院を余儀 な くき

れ,患者の QOL低下,NICU の運営上で も大 きな間

韻になっている.当院で経験 した5症例を検討 したので

報吉する.

対象は1986年からの13年間に気管内挿管後に後天性

気遣狭窄による抜管困難症に陥 り,内科的治療が無効で

気管切開を施行 した5例.全症例に梅低出生体重児,長

期 ･噸回挿管.10生[1以内に黄ナ蘭による気道感染症の

牒恩を認めた.対策として.特に極低出生体重児以下で

は n-CPAP,n-DPAPの使用や MRSA の感染対

策が重要であると思われた.

10)Kasab汲Ch-MerTi紙 syndTOmeの一例
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患妃は在胎34過5口に胎児エコーで頚部腫癌を認めら

汁.胎児 MRIで血管腫を疑われた.在胎37過4日に予

定酢TE切開で出生 した.出生直後から出血傾向.心不全

を呈してお i),Kasabaeh-Merritt症候群と診断.心

不全,出血傾向にたい し治療を行いつつステロイ ドパル

ス療法を行った,渡癖の部位了性状,大 きさか ら手術療

紘,放射線療法の適応はないものと判断された.腺癌は

縮小したものの心不全に合併 した頭蓋内出血で死亡 し

た.心不全を合併 した Ⅰくasabach-A:Ierritt症候群の

予後は悪 く,より積極的な治療法が望 まれた.

ll)当院における超低出生体重児の6歳時予後
永山 喜久t大石 呂典
池田佐和子 ･岩谷 浮

賢冨 豊歪 ●山崎 明(
新 潟 市 民病院
新生児医療センター

当院新生児医療センターにおいて管理 した超低出生体

重児の 6歳時の予後について調査 した.1987年 4月よ
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り1992年12月までの 6年間に収容 した超低出生体重児

は 105例であ i),そのうち82例が生存退院 した (救命率

78.1%上 当科フナロー7､ソプ外来にて発達予後が評価

できたのは3歳時に74例,6歳時には62例であった (追

跡宰76.5%).発達の評価は.自立歩行不能の脳性麻痔.

精神発達遅滞 (IQ<70㌦ 両眼失明を有する例を Major

disabilit-y群,歩行可能な脳性麻唾,境界 IQ (IQ<85),

片眼失明.弱視 を有する例を Mionrdisability群.

上記以外を正常群とした.

6歳時 の予 後は正常群が68%.Minor群が180i),

Major群が14%であった.3歳時の評価に比 L A,,Iinor

群が 3%.Major群が 6%増えていた.運動発達は 3

歳時の評価 とほぼ同様であったが,知能発達は MR が

14%,境界 IQが13%と3歳時のそれに比 LMR で5%,

境界で4%増えていた.失明例はなく,弱視は 2例のみ

であった.

12)NasalDPAP (InfantFlow TM/NASAIJ

CPAPSYSTE九･･1)が有用であった Pierre

-Robin症候群の一例

桧滞 幸恵･木下 悟
鈴木
須田 苦言 城 山 茂 ( 祭 競 央病院)

最近,最 も古い人工呼吸器療法の一つである nasal

CPAPの改良型の nasalDPAPが再注 目されている,

新生児領域では主に nasalDPAP は他の 人_T_呼吸器

からの離脱や無呼吸発作の治療,中等症の RDSの治

療に用いられている.孜々は,高口蓋 と小顎症のため,

多呼吸と陥没呼吸をきたし,挿管が困難だった PieTTe-

Robin症候群に nasalDPAP を用い有用であった.

上記適応以外に,本症例のような気道確保の困難な児 に

有用 と考えられた.従来 と異なる機構 に よる nasal

DPAPは,児に負担が少なく,利悶価値の高い人工呼

吸器 と考えられる.

13)当科における常位胎盤早期剥離新 生 児の予

後の検討

吉田 宏 ･榊原 清一
小田切徴用
伊藤 末志 山崎 豪 ほ 男宗立荘内病院 )

常位胎盤早期剥離 (以下早剥)で出生あるいは死産 し

た新生児19例 を対象とし,予後良好群12例 と予後不良群
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7例に分類 して.その予後を規定する因子について検討

した.高齢.多産,妊娠中毒症,純毛羊膜炎などは早刺

の危険因子として知られているが,早刺の重症化因子 と

は言えなかった.剥鞍の程度の把握 (Page分類)は予

後を予測する 1つの因子 と考えられたが,Grade Iで

も予後不良の症例があ り,注意を要すると思われた.脂

児心拍モニ タ1)ングでは,持続性高健徐脈を呈する症例

が予後不良であった.症状発現時院内に入院 Lでいた症

例はすべて予後良好であ り,また発症よi)児娩出までの

所要時間が 200分以内の症例 もすべて予後良好であっ

た.以上より早刺は,発症より200分が臨界期 と考えら

礼,GradeⅢや持続性高度徐脈を呈す る症例は.速や

かに児を娩出することが最重要 と考えられた.

Ⅱ.特 別 講 演

｢ヒト新生児 にお ける呼吸開始と制御システム｣
名古屋市立大学医学部小児科

助教授 戸 苅 創 先生

第221回新潟循環器談 話 会

日 時 平成11年12月4日 (上)

午後3時 -6時

会 場 新潟大学医学部 第5講義室

Ⅰ. 一 般 演 題

1)腸骨動脈完全閉塞症例に対するステン ト留

置術

目黒 昌 ･中山
山岸 敏治 ･丸山 行雲(

新潟こぼり病院
心臓血管外科

江口 昭治 (撃雷鳥減鯛 医 )

今回我利 ま閉塞性動脈硬化症による腸骨動脈の完全閉

塞に対 して桂皮的にステント留置術を施行 し,良好な再

開通を得た 2症例を経験 したので報吉する.

【症例1】70歳男性.庭木の手入れ中に急 に左下肢の

冷感 ･嫁痛が出現 したため近医を受診.急性下肢虚血の


